
二
〇
一
四
年
一
月
一
〇
日

棚
の
上
に
福
笹
揺
る
る
電
車
か
な

菜

　々　

初

句

会

花

び

ら

餅

に

舌

鼓

よ
う
子

二
〇
一
四
年
一
月
九
日

弾
丸
見
せ
て
自
慢
話
や
牡
丹
鍋

う
つ
ぎ

帯
を
見
て
買
ひ
し
新
刊
読
始

か
か
し

二
〇
一
四
年
一
月
八
日

吟
行
の
一
期
一
会
や
古
日
記

さ
つ
き

百
寿
な
る
師
を
寿
ぎ
て
初
句
会

は
く
子

二
〇
一
四
年
一
月
七
日

眼
鏡
の
度
あ
は
ぬ
言
ひ
訳
歌
が
る
た

う
つ
ぎ

冬
日
燦
畳
に
湯
気
の
影
を
ど
る

さ
つ
き

二
〇
一
四
年
一
月
六
日

飛
行
雲
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
初
御
空

う
つ
ぎ

初
旅
の
温
泉
に
四
肢
の
ば
す
至
福
か
な

と
も
え

消
息
を
ほ
句
に
詠
ま
れ
し
賀
状
か
な

満

天

六
日
早
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
人
溢
れ

う
つ
ぎ

出
初
め
式
五
輪
の
色
の
水
を
撒
く

あ
さ
こ

二
〇
一
四
年
一
月
五
日

青
空
に
立
ち
尽
く
す
ご
と
枯
蓮

ひ
か
り

襖
絵
の
虎
の
眼
光
淑
気
満
つ

宏

虎

二
人
居
に
戻
り
し
今
朝
は
寝
正
月

雅

流

木
の
駅
舎
降
り
て
ふ
る
里
冬
銀
河

菜

　々　

二
〇
一
四
年
一
月
四
日

広
　々　
と
写
経
道
場
淑
気
満
つ

満

天

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
四
年
一
月
一
二
日
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